
仙台医療圏病院再編事業について

Ⅰ 仙台医療圏病院再編事業
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※施設整備のほか、医療機器に係る支援を予定

１ 概要
本県の政策医療の課題解決を前進させるとともに地域医療構想を推進するため、仙台赤十字病院と県立がんセンターの統合による新病

院の整備に必要となる経費を補助するもの。

２ 令和７年度の事業概要
（１）対象経費

施設の基本設計の実施に向けて、新病院の基本計画を策定する際に必要となる経費

（２）補助率
１／２以内 ※令和７年度当初予算案に７５，２９５千円を計上

３ 令和８年度以降の予定
地域医療介護総合確保基金等を活用しながら、県として新病院の整備に係る支援（約２００億円）を実施する。
令和１２年度の開院に向けて、以下のスケジュールを想定して統合に向けた協議・検討を進めており、それぞれの工程に応じた支援を

予定している。

● 開院までの想定スケジュール

● 支援額の内訳
国の基金等の活用分：約１００億円

：約１００億円 計２００億円県 の 単 独 支 援
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Ⅱ 仙台赤十字病院と県立がんセンターの統合に関する進捗状況

１ 基本合意締結後の取組状況

２ 基本構想の概要（令和６年１１月公表）

３ 今後の進め方
関係者間での協議を引き続き進めるとともに、外来や手術等の部門別ワーキンググループにより、各部門の機能や規模、運営体制など

詳細な検討を実施し、令和７年度に新病院の基本計画を取りまとめる予定

基
本
構
想
概
要

予定地 名取市植松入生
病床
規模

４００床程度 ※注
一般３５９床、ＭＦＩＣＵ６床、
ＮＩＣＵ９床、ＧＣＵ１８床、
ＩＣＵ/ＨＣＵ８床

運営形態 日本赤十字社が設置・運営

コンセプト

ア.救急車をすぐに受け入れる病院
イ.安心・安全な出産ができる病院
ウ.最適ながん医療を提供する病院
エ.赤十字らしい病院

診療科 標榜診療科３５科

職員数 ８５０名程度 ※注

医療機能

救急：救急告示医療機関
周産期：総合周産期母子医療センター
がん：地域がん診療連携拠点病院、がんゲノム医療連携病院
災害：地域災害拠点病院、ＤＭＡＴ指定医療機関
新興感染症：協定指定医療機関

規模 延べ床面積２８，８００㎡想定

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 令和１２年度開院目途

資金
計画

事業費 約３００億円
財源 補助金 約２００億円

借入金 約１００億円

※注 現時点の想定であり、今後協議・検討を行う

時期 題名 概要

令和５年１２月２２日
仙台赤十字病院と県立がんセンターの統合に関する基本合意
の締結

日本赤十字社、県立病院機構、宮城県の３者で両病院の統合につ
いて合意

令和５年１２月２６日 令和５年度第４回地域医療構想調整会議（仙台区域） 両病院の統合に関する重点支援区域の国への申請について説明

令和６年１月１６日 重点支援区域の選定 両病院の統合に係る重点支援区域の申請が国から認められたもの

令和６年４月２１日
令和６年４月２７日

地域説明会の実施（名取市(4/21)、仙台市八木山地区
(4/27)）

仙台赤十字病院と県立がんセンターの統合を中心とした病院再編
の方向性等について説明
（いずれも日本赤十字社及び県立病院機構が出席）

令和６年１１月１４日 基本構想の公表（仙台赤十字病院策定）
基本合意後、日本赤十字社、県立病院機構、宮城県のほか、東北
大学を含む４者協議により、新病院が担うべき役割や機能等の方
向性をまとめたもの。
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